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対象とする課題
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●対象部門：社内製品開発のための試作部門

・一品一様の加工案件に対応

・対応スピードの優先度が高い

・設計部門をはじめ加工内容の調整業務が多い

開発リードタイムが短縮される中、
試作部門の重要性が高まり、求められる期待が増加している。

一品一様対応

見積スピードUP

金額・納期

正確性UP

試作部門の重要性と期待される内容

●課題：
データ化した生産情報と設計図面情報を組み合
わせ活用することにより、以下の課題を解決したい。

・見積業務のスピードUP
・納期・金額の正確性向上

重要性

開発競争力の向上
済

【課題】

【課題】
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現状の業務（ＡＳ－ＩＳ）
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課題１
見積業務のスピードUP

課題２
正確性UP（納期・金額）

・設計部門との加工形状の調整の際、設計変更による加工金額/納期の変化を定量的に示しにくい
・見積時の調整が多岐に渡り、時間がかかる
・リアルタイムの製造現場の状況を踏まえた納期回答が難しい

＜社内加工＞
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製造現場

見積書

ありたい姿（ＴＯ－ＢＥ）
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設計情報設計者

設備情報

材料在庫 生産ス
ケジュール

試作設計
図面

CADデータ

過去実績

段取り時間 賃率 生産管理

分析ソフト

＜データベース＞

生産技術/製造情報
のメンテナンス

設備A
見積額 納期

設備B

設備C

設備D

MES/スケジューラー

加工分析ソフト

稼働状況

使用設備

現場
リソース

加工内容/金額を算出

加工レシピ

リアルタイム情報から
正確な納期を算出

・CADデータとリアルタイムの現場情報から、瞬時に正確な見積情報が得られる
-正確な金額/納期 ⇒正確性UP
-シームレスに連携し、調整時間が不要 ⇒スピードUP

仕掛在庫

加工ノウハウ

材料価格

加工担当
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・CADデータから使用設備・加工条件を分析し加工金額を出力する
・使用設備/加工条件と現場状況情報を組み合わせ、正確な納期を出力する

処理ロジック
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設備情報

CADデータ

賃率

分析
（加工内容）

過去情報

人件費

保有設備
稼働可能設備

過去トラブル条件
加工ノウハウ

基礎情報

使用設備

加工条件

加工時間

加工金額

加工情報
分析/計画

（現場状況、スケジュール）

設備
稼働状況

生産
スケジュール

現場情報

稼働可能な
保有設備

使用工具
切削速度
送り量

加工時間

納期情報

使用予定設備の
稼働状況

今後の生産スケジュール

使用設備 使用工具 切削速度
(m/min)

送り
(mm/rev)

加工時間
（min）

段取時間
（min）

・・・

マシニングセンタA エンドミルΦ15 ○○ □□□ △△△ ◇◇ ・・・

マシニングセンタA ボールエンドミルΦ10 △△ ○○○ □□□ ▽▽ ・・・

・・・

加工情報
（イメージ）
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今後の計画
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■大日程

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

実証実験計画の立案

実験に向けた事前準備

実験

実験結果の確認・検証

まとめ・総括

公開シンポジウム準備

報告書作成

会合 9/12
WG

10/10 
シンポジウム

11/14
WG

12/12 
WG

1/16 
WG

2/13 
WG

シンポジウム

●狙い
3Dデータからの加工金額・加工内容の自動算出、
および加工内容とリアルタイムの現場設備の稼働状況を活用した納期自動算出を行うシステムを検討し、
見積スピードUPおよび金額・納期の正確性UPの検証を行う。

●アウトプット
・提案するシステムのテスト環境を構築し、実証実験を実施する。
・システムでの見積結果と、加工実績を比較・評価し、まとめを行う。
・今後の展開に向けた課題を明確化する。


